
2026年ー2027年
ルール変更



変更概要

本プレゼンテーションでは、2026–2027シーズンに導入されるルール
変更の概要をまとめています。

各変更内容の詳細については、2026–2027 IIHFルールブックの該当
ルールをご参照ください。

なお、以下に記載された変更点に加え、ルールの明確化およびその
他の編集上の修正も行われています。
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• フェイスオフにおいて、ほとんどの場合でセンターはバイオレーションを犯すと交代
となります。

• センターはスティックブレード全体を白いエリア内に置き、相手と正対しなければ
なりません。

• ウイングは、少なくとも片方のスケートをフェイスオフサークルまたはハッシュマークに
接触させていなければなりません。

• センターは、3人目のプレーヤーがパックに触れるまで、手でパックをプレーしては
いけません。

• センターは、スケートでフェイスオフに勝つことはできません。
※ スティックに当たってパックの方向が変わっただけでは、センターがスケートでプレー
できる状態になったとはみなされません。センターは、スケートを使用する前に、必ず
スティックでパックをプレーしなければなりません。

• センターは、片膝をついてフェイスオフに勝つことはできません。

76. フェイスオフ

重要なポイント



79.1 ハンドパス

79.1 ハンドパス

プレーヤーは、空中のパックを手のひらで止めたり「叩き落としたり
（バット）」すること、あるいは手を使って氷上でパックを押し進め
ることが認められる。ただし、オンアイス・オフィシャル（審判員）
の判断において、パックを味方に向けたり、自チームに有利な状況を
作り出したりしたとみなされ、かつ、その直後に当該チームのプレー
ヤーが（直接、あるいは他のプレーヤーやオンアイスオフィシャルに
当たって跳ね返ったパックを）確保・支配した場合には、プレーは停
止される。オンアイス・オフィシャルの判断により、パックがプレー
ヤーの手に当たって跳ね返っただけであり、チームがそれによって有
利な状況を得ていないとみなされる場合、本ルールの適用上、違反と
はみなされない。



83.1 オフサイド

83.1 オフサイド

パックをコントロールしているプレーヤーがパックより先にラインを
越えた場合であっても、両方のスケートがブルーラインの手前側の縁
を完全に越える前に、スティックを使ってパックを**「所有および支
配」**していれば、「オフサイド」とはみなされない。

** オフサイドを回避するためには、スティックによる
「所有および支配」が必要であること、および両スケートが完全に
ブルーラインを越える前であることが明確化された。



102.7  202.7  保護具の不適合

102.7  202.7  女子・ジュニアの防具に関する特定のルール

これらのルールは削除されシニアカテゴリーと同じ規則が適用され
る → 12.1 イリーガルイクイップメント
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